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　２０１４年１２月１３日に横手市で開かれた当
時の宮下ガバナーエレクトの壮行会で、ノミニー
としてご紹介いただいてから、早くも２年半が過
ぎました。私の任期はあと１カ月で終了します。
皆さまから「もう少しですね」と声をかけていた
だくようになりましたが、懸案の財団寄付と会員
数の最終数値が出るまでは、ゆっくりする気にな
れないというのが本当のところです。
　２年半といえば相当長い月日なのですが、私に
とってはあっという間に過ぎました。２０１５年
９月に東京で行われたＧＥТＳまでの期間は、地
区行事の流れの確認、把握に充てました。その後、
２回目のＧＥТＳを経て、翌２０１６年１月には
米サンディエゴでの国際協議会に臨みました。そ
こでは、ジョン・Ｆ・ジャーム会長のスピーチを
聞いた上で、国際ロータリーの組織、活動につい
て学び、ガバナーとして１年間、どのようなこと
をするのかなど、６日間にわたってみっちりレク
チャーを受けました。
　帰国後は、さまざまな主要行事の準備に取り掛
かりました。ガバナーに就任して、すぐ７月から
公式訪問を始めました。県内の各クラブを回って
感じたのは、どこのクラブも例会はもとより、親
睦を深めるための取り組みや奉仕活動をきっちり
進められていることでした。国際ロータリーとい
う組織はやはり素晴らしいと再認識した次第で
す。各クラブに共通する悩みは、地域の人口減少
と高齢化に伴う会員数の減少でした。従来のロー
タリー、ロータリアンというイメージを変えない
限り、私たちの地区はもとより、国内のロータリー
全体がやがて衰退の道をたどるのはもはや自明の
理と言えます。ロータリーの基本理念を変えては
いけませんが、時代の変化に合わせていく必要は
あるのではないでしょうか。
　公式訪問の際に初めて言葉を交わせたロータリ
アンの方々も多く、本当に楽しく充実した公式訪
問でした。各クラブ、各ロータリアンの皆さまは、
地域の特性やクラブの歴史と伝統を踏まえながら
充実した活動に取り組んでおられます。こうした

活動は従来通り進めていただければいいと思いま
す。ただ、所属しているクラブのみがロータリー
ではありません。国内の他地区の活動や、国際ロー
タリーの活動と考え方の変化についても広くご理
解いただければと思います。
　国際ロータリーの優先事項は、「ポリオ撲滅」
と「平和と紛争予防・解決」です。ポリオ撲滅に
関しては、ジャーム会長が強い思いを語った動画
を作成し、皆様に見ていただきました。また、各
地域でキャンペーンを行っていただきました。集
まった募金にも本当に頭の下がる思いですし、
ロータリーの活動を一般の方々に理解してもらえ
るいい機会になったと思います。これこそ、ロー
タリーが目指す「公共イメージの向上」に最も効
果のある活動だったと思います。
　ロータリーは「平和と紛争予防・解決」に力を
入れております。３月２１日にはロータリー平和
フェロー、現在ガザ地区でボランティア活動をな
さっている金子由佳氏をお招きし、財団１００周
年記念講演を行いました。大勢のロータリアンの
ご参加をいただきましたし、財団への寄付が世界
平和へも役立っている事を少しでも実感していた
だけたと思います。
　ガバナーとして感じたことはたくさんあります
し、当地区の課題も見えてきました。こうした経
験を糧に、今後は１ロータリアンとして、できる
限り力を尽くしてまいりたいと思います。
　この２年半余り、地区のロータリアンの皆さま
からは、ひとかたならぬご協力とご支援を賜りま
した。心より御礼申し上げます。ありがとうござ
いました。

ガバナー年度終了します。
ロータリアンの皆様有難うございました。

Hirasawa Takao

2016-2017年度ガバナー　平 澤 孝 夫
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　テネシー州チャ
タヌーガで育った
私や私の兄弟は、
若年にして一生懸
命に働くことを学
びました。それは、
10 代のときに単
身 で ア メ リ カ に
やってきた父から
教 わ っ た こ と で
す。父は、私たち

がもっといい暮らしを送り、自分が受けるこ
とのできなかった教育やその他の機会を子ど
もに与えることを願いました。製紙工場での
夜勤を終え、朝8時に帰宅する父を見ては、きっ
と私たちのために働いているのだと理解した
ものです。

　長年を経た今、父の一生懸命な姿を振り返
ると、私はそこに父の愛を見出します。それ
と同時に、次の世代のために世の中を良くし
ようとする、どの世代にも普遍的な希望が見
て取れます。今年度におけるロータリー奉仕
を振り返ってみますと、会員となることを選
んだ皆さま一人ひとりの中に、まさに同じ希
望を見出すことができます。親がわが子のた
めに物事を良くしたいと思うのは当然のこと
です。しかしロータリーではさらに大きなこ
と、つまり、自分の子どもだけでなくすべて
の子どもたちのためにより良い世界を築き、
地元であれ地球の裏側であれ、私たちを必要
としている人々のために活動することができ
ます。

　この 2 年間、妻ジュディーと共に世界各地
を巡り、何が私たちの心をロータリーに引き付
けるのか、幾度となく気づかされました。それ
は、何かの力になりたい、支援を必要とする
人々の力になりたいという、ごく純粋な感情で
す。血液バンクを設置するウガンダでの活動、
グアテマラの農村に X 線検査機を送る活動、
難民を支援するレバノンでの活動など、いずれ
においてもロータリアンは、最も支援を必要と
する人々が第一に必要とすることを一生懸命に
行っています。大切な地域社会のため、そして、
そこに暮らす人々のために。

　何かの力になりたい、人びとのために活動し
たい。このような希望こそがロータリーの本質
なのだと私は思います。支援を必要とする人が
いれば、背を向けずに自らの手を差し伸べるの
がロータリアンです。

　「私はここにいるよ。できることなら何でも
するよ」というのがロータリー。行動するとき
はいつでも、自分一人ではなく、「人類に奉仕
するロータリー」の心を胸に行動します。

2016-2017年度国際ロータリー会長

ジョン F. ジャーム
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　５月２１日（日）能代市のプラザ都にて２０１７－２
０１８年度地区研修・協議会が開催されました。県内各
地のロータリアンの方々に多数ご参加いただき感謝申
し上げます。
　初めに平澤ガバナーよりご挨拶を頂き、柳谷ガバナー
エレクトより次年度のＲＩ方針並びに地区方針をご説
明頂きました。また、村越次期地区副幹事よりロータ
リークラブセントラル、ロータリーの友についてのご説
明を頂きました。午後の部はRI研修リーダーの木下光一

●日時／2017年5月16日（火）　17時～18時
●会場／秋田ビューホテル 5F 椿の間

竹島会員拡大増強委員長の招集により、
ガバナー、ガバナー補佐、委員の計11名の皆様に
ご出席いただき、協議がなされました。

議題
「各分区の現況と今後の対策について」

様より『変化する世界、ロータリーと私』というテーマで
ご自身の体験を踏まえた貴重なお話を賜りました。その
後５つの分科会に分かれてそれぞれ協議を行い、各リー
ダーよりご報告を頂きました。阿部委員長より米山奨学
生のご紹介を頂き、最後に地区旗、バッチの交換を行い
ました。改めて次年度がスタートするのだと背筋の伸び
る思いでした。７月からの２０１７－２０１８柳谷ガバ
ナー年度、皆様には何卒、宜しくお願い申し上げます。

5月21日（日）　地区研修・協議会　開催報告
能代RC 次期地区副幹事　岩森 悠

5月16日（火） 会員拡大増強委員会　開催報告
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クラブ活動報告
5月7日（日） 大館RC 『おおだてシニアファッションショー2017』

大館RC クラブ広報委員会　住吉 浩鹿

たのもうれしかった」と話していました。
　第２部は同校生によるショー。自分たちが手がけた浴
衣、野良着や和服をリメークしたワンピース、デザイン
を凝らしたドレスなどを実際に身につけ、来場者に披露
しました。

　大館ロータリークラブ（秋田県大館市、会員 36 人、布
袋屋学会長）と大館桂桜高校との共催による「おおだて
シニアファッションショー２０１７」が５月７日、大館
市民文化会館で開かれました。６０～７０歳代の女性を
中心にシニア世代の約１１０人が出演し、晴れの衣装で
拍手を浴びました。
　昨年、クラブ創立６０周年記念事業としてシニア世代
に元気になってもらおうと企画したのに続く２回目の開
催となりました。昨年、生活科学科服飾コースを持つ同
校にプロデュース役を依頼したところ、学生とシニアの
世代を越えたつながりが生まれ、１回で終わらせるのは
惜しいということになりました。
　今年は同校の６５人がかかわり、３月から大館市連合
婦人会をはじめとするシニア世代の各出演者グループと
打ち合わせをするなど準備を進めました。舞台上の演出
や照明、音楽の使い方などについて学生たちがアイデア
を出し主導しました。
　シニアが主役となるショーの第１部では、着なくなっ
てしまった服をリメークしたホームドレス姿や、ふだん
着ることのない華やかな貸衣装のドレス姿でシニア女性
らが登場しました。和装の着付け披露や、婦人会メンバー
による寸劇、フラダンスなどに取り組むグループの登場
もあって芸能発表の色彩も。出演者たちはステージを照
らし出すライトを浴びながら、晴れやかな表情や、やや
恥ずかしげな中にも浮き立った表情を見せていました。
クラブのメンバーたちは、女性たちのエスコート役とし
て活躍しました。
　こども園の園児と親らの出演もあり、より幅広い世代
がかかわったイベントとなりました。シニア以外を含め
ると総勢約１７０人が多様な姿で次々に登場。高校生た
ちの選曲による若々しい音楽とも相まって来場者約３０
０人を楽しませ、１時間があっという間に過ぎました。
ホームドレス姿で出演した６５歳の女性は「観客も演出
も地元の人で手作り感のあるアットホームなステージ
だった。高校生らふだん接する機会がない人にも関われ

●日　時／2017年6月3日（土）　14時～16時
●会　場／秋田ビューホテル 5F 椿の間
●出席者／ガバナー、ガバナーエレクト、財団委員、地区役員　9名
　議題
　（１）2016-2017年度地区補助金について
　（２）地区財団活動資金（DDF）使用状況について
　（３）2016-2017年度クラブ別財団寄付状況について
　（４）2017-2018年度（次期）地区補助金申請状況について
　（５）グローバル補助金申請について

6月3日（土） 第4回財団委員会　開催報告

＊華やかなドレス姿のシニア女性たち。
　クラブのメンバーはエスコート役を果たした。

＊着なくなった服をリメークしたホームドレスを
　披露した女性たち
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クラブ活動紹介

5月5日（金） 花輪RC 『ポリオ撲滅募金活動』
花輪RC 幹事　吉田 孝司

POLIO　NOW」と書いたポケットティッシュを配りまし
た。「ポリオとは」の説明文を作成し、読んで募金してく
れる方や子供たちからの募金もあり、年齢を問わず善意
を頂くことができました。たくさんの善意でひとりでも
多く子供たちにワクチンが届くことを祈っております。

　2017 年 5 月 5 日（金）こどもの日に、鹿角市花輪の
商店街で開かれた「かづのこどもフェア」の会場内にて
花輪ロータリークラブ・十和田秋田ロータリークラブ合
同でポリオ撲滅の募金活動を行いました。当日は天候に
も恵まれ、たくさんの人で賑わっている中、ポリオ撲滅
の横断幕、のぼり、パネルを使用して PR し、「END　

5月27日（土） 秋田市内7RC 『ポリオ撲滅募金活動』
秋田東RC 幹事　相場 宏泰

１１７，６５１円となり、ポリオ撲滅の啓発とロータリー
活動のイメージ向上に大きな成果を得ることができまし
た。ご協力いただきました多くの皆様に感謝申し上げま
す。

　２０１７年５月２７日（土）、秋田市内７ＲＣ（秋田・
秋田東・秋田港・秋田北・秋田南・秋田中央・秋田西）
の共同事業「ポリオ撲滅募金活動」を実施いたしました。
　５月２６～２８日開催の「これが秋田だ！食と芸能大
祭典」にあわせて、２７日の１０時から１６時を活動時
間といたしました。活動場所は「ぽぽろーど」西側のフォ
ンテ近くであったため、駅利用者や買物客、イベント会
場である「アゴラ広場」や「なかいち」へ向かう来場者など、
多くの方から募金にご協力をいただだくことができまし
た。募金開始時は雨が心配されましたが、天候が大きく
崩れることもなく、午後にはお子様に渡すために準備し
ていた風船が足りなくなり、何度も追加の買い出しに行
きながら風船を作り、盛況のうちに終えることができま
した。
　今回の募金活動では、ロータリアンと家族、米山奨学生、
事務局の約５０名にご参加いただきました。募金額は、
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クラブ活動紹介

5月20日（土） 大曲市内4RC 『ロータリーデー』
大曲RC 幹事　佐藤 力

る大学』、『小規模だが評価できる大学』で１位を獲得
したほか、『教育力が高い大学』、『入学後、生徒を伸ば
してくれる大学』においても４位と高い評価をされて
いる」と述べた。
　その後、大学の取り組みについて、入学から卒業ま
で学生がどういった成長をしたかを調査する「国際ベ
ンチマーキング」、「世界基準カリキュラムの提供」、「日
本の英語教育を改革」、学生寮を生活寮から教育寮に転
換する「テーマ別ハウス群」の４つを挙げ、「一見不便
な田舎の地にありながら、やっていることは非常に世
界的で日本の他の大学の追随を許さない内容の教育を
行っている」と講演を締めくくった。
　講演後には質疑応答の時間が設けられ、来場した高
校生から「私達高校生が先生と理解を深め合うために
何が出来るのか？」と質問が挙がり、鈴木さんは「予
習をしていくことが１番大事。個人的な意見だが高校
でも授業の内容や進め方を指す計画書『シラバス』を
取り入れ、学生が自分で予習をして、クラスでは先生
と一緒に『今日はこれをやりましょう』といった感じ
に授業を運営することが大切だと思う」と答えていた。
　講演会の前には大曲中央ロータリークラブが「ネパー
ルでの国際支援活動」の報告を行い。ホールでは各ク
ラブの活動紹介、米山記念奨学基金留学生の活動紹介、
財団基金の募集活動も行われ多くの市民が活動に関心
を寄せていた。

　２０１６―２０１７国際ロータリー第２５４０地区
の大曲、大曲南、大曲中央、大曲仙北の大曲４ロータリー
クラブは合同でロータリーデー記念事業として「鈴木
典比古講演会」５月２０日、大曲市民会館小ホールで
開催した。
　国際教養大学学長の鈴木典比古さんは「世界に通用
するリベラルアーツ教育を目指して」と題し講演し、
高校生を含む約２１０人が聴講した。
　開会に先立ち、大曲ロータリークラブの伊藤辰郎会
長は「当県は人口減少と高齢化が進んでおり、経済、
文化、教育等の分野で深刻な影響を被っている。この
ような状況を打開するには志を持った若い力に期待す
るしかない。本日は今、日本で最も注目されている大
学の学長様に講演を頂きますので皆様よろしくお願い
します」とあいさつ。
　「リベラルアーツ」とは様々な学問領域を自由に、そ
して積極的に学ぶことを指し、　講演で鈴木さんは「先
生と学生との間、または学生と学生との間でディスカッ
ション、対話を繰り返しながら授業を行っていくのが
私達の大学のやり方。これがリベラルアーツ教育にお
ける原型」と話し、「すなわち先生がリードし、学生が
従うだけではなく学生も授業を作り上げるという役割
と責任、自由さがあるということ」と説明した。
　大学通信が２０１６に発表した卓越する大学ランキ
ングについても触れ「『グローバル教育に力を入れてい

学生も授業を作り上げる
大曲４ロータリークラブ記念事業  国際教養大学学長鈴木典比古さん講演
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世界同期のコーディネーター
シカゴでコーディネーターセミナー

２０１４年３月

　今年度６月で日本のゾーンの３人のコーディネーターが任期満了となります。第１ゾーンの渡辺

敏彦公共イメージコーディネーター、第２ゾーンの高野孫左ヱ門公共イメージコーディネーター、

第３ゾーン安満良明ロータリーコーディネーターです。２０１４年３月ご一緒にシカゴで５日間の研修

を受けたことが始まりでした。コーディネーターはそれぞれの部門で地区とクラブの支援が目的で

す。様々な地区と分区、グループでお招きいただき、ありがとうございました。皆様のお役に立てた

かどうか心配です。また、次年度からは新しいコーディネーターと継続のコーディネーターがおられ

ますので、素晴らしい方々ですので、ぜひ声をかけてください。

2017年6月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーデネーター
今月号の担当 Zone３RC

■ クラブ 会員数

Zone １ 829     28,740

Zone 2 652     28,202

Zone 3 791     32,846

合 計 2,272      89,788

2017年4月30日現在 のClub 
Centralのデーターです。

第２ゾーンの数値には
GUAM,MICRONESIA,NORTHERN 
MARIANAS, PALAUが含まれます。

■ BOX登録件数 196件

2017年5月14日現在

■ ２０１７年国際ロータリー理事会で新ゾーン編成発表

日本のロータリークラブ会員は、ここ数年下げ止まりで微増と

いうところです。世界では、インド、台湾、韓国などが大きく会

員数が伸びました。それを受けて、８年ごとに見直しされる世

界３４ゾーンの編成が国際ロータリー理事会で見直されました。

それによると日本は、第3ゾーンは今までの１１地区に第２ゾー

ンから２６３０地区(岐阜県・三重県)が加わり約３５，３００名とな

ります。第２ゾーンは第１ゾーンから２５７０地区(埼玉西北)と２７

７０地区(埼玉東南)と２７９０地区(千葉)２８２０地区(茨城)と２８４

０地区(群馬)が加わり約３５，４００名となります。第１ゾーンは日

本の９地区にバングラデシュとインドネシアとパキスタンが加わ

り約３１，２００名と編成されました。第１ゾーンに外国が加わっ

ても、ロータリー研究会や他のセミナーはいままで通り日本の

全地区合同で開催されます。この編成は、今年６月の国際

ロータリー理事会で微調整があり、２０２０年までに移行が完了

する予定です。

■ ゾーンとは

国際ロータリー会長指名委員と国際ロータリー理事を選出す

るために、国際ロータリー理事会が決めたものです。３４ゾーン

あり、目安の会員数は１ゾーン３５，０００名です。理事は１７名

で任期が２年、３４ゾーンの奇数ゾーンからのと偶数ゾーンから

交互に選出されます。現在の日本の理事は、第２ゾーンの斎

藤直美理事(豊田RC)です。また、各ゾーンには国際ロータ

リー会長の指名により、国際ロータリー研修リーダー、ロータ

リーコーディネーター、ロータリー公共イメージコーディネー

ター、ロータリー財団地域コーディネーターなどの委員が置か

れています。

第3ゾーン ロータリーコーディネーター 安満 良明
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山本ロータリークラブ

佐藤　圭悟　Sato Keigo
職業分類／社寺建設
勤　務　先／えびす工務店

役　　職／専務
入会年月日／2017年4月1日
紹　介　者／北林鉄美

大曲ロータリークラブ

佐藤　辰　Sato Shin
職業分類／新聞発行業
勤　務　先／秋田魁新報社
　　　　　大曲支局

役　　職／支局長
入会年月日／2017年4月10日
紹　介　者／藤田向

新会員のご紹介　ようこそロータリーへ

大曲ロータリークラブ

伊藤　辰郎　Ito Tatsuro
表彰分類／米山功労者5回目
入会年月日／1987年2月

1998-1999年度／会長
2016-2017年度／会長

PHF・MPHF・米山功労者紹介

物 故 会 員

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

潟上ロータリークラブ

平野　三好
●1968年6月入会
●2017年4月26日ご逝去（享年83）
職業分類／塗装及び装飾
チャーターメンバー
2016年7月1日より名誉会員

湯沢ロータリークラブ

伊藤　壽々雄　Ito Suzuo

表彰分類／MPHF4回目
入会年月日／1979年7月
2003-2004年度／会長

2008-2009年度／ガバナー
2011-2016年度 公益財団法人
ロータリー米山記念奨学会理事
米山功労者7回目

秋田北ロータリークラブ

小南　昭二郎
●1973年12月入会
●2017年4月28日ご逝去（享年81）
職業分類／木造建築工事
1977-1978年度　幹事
1991-1992年度　会長
1994-1995年度　地区ロータリーの友委員長
2004-2005年度　ガバナー補佐
PHF　米山功労者　ベネファクター



ロータリーレート
2017年6月のレート
　　　　　　　1ドル110円

　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事
業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約
２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えておりま
す。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の
出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも
承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利
用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備
えてありますので、ご活用願います。
　以下資料のご紹介を致します。

◎「もっと世界を見つめ直そう」
千 玄室〔2016〕6p（D.2640地区大会記録誌）

◎「まとめと提言」
黒田正宏　2017　3p（ロータリーの職業奉仕の歩みと今後への提案） 

◎「私の信奉するロータリー」
松宮 剛　2017  10p

◎「ロータリーはどこに行く？～日本のロータリー100周年に向けて」
本田博己　2017　10p（D.2760地区大会記録誌）

◎「ロータリーを解り難くしているもの」
大重勝弘　2017　1p（D.2730月信）

◎「職業奉仕・Vocational Service」
2017　2p（D.2730月信）

◎「2016年規定審議会における職業奉仕の変更点」
2017　2p（D.2650月信）

文 庫 通 信 357号

ロータリー情報

分
区 クラブ名 6月末

会員数
女性
会員数

40歳未満
会員数 増減 例会

出席率

大
館・
鹿
角

大館
花輪
鷹巣
大館北
十和田秋田
大館南
大館中央

能
代
・男
鹿

能代
能代南
男鹿
二ツ井
五城目
潟上
男鹿北
山本
能代白神

秋
田

秋田
秋田東
秋田港
秋田北
秋田南
秋田中央
秋田西

本
荘
・由
利

本荘
矢島
仁賀保
象潟
本荘東
本荘南

大
曲
・仙
北

大曲
角館
大曲南
大曲中央
田沢湖
大曲仙北

横
手
・湯
沢

湯沢
横手
横手南
西馬音内
湯沢南
稲川
横手東

合計

■2016-2017年度　4月の会員数・出席率報告

※増減・・・4月末会員数－7月1日会員数  

7月1日
会員数

4月末
会員数

36
18
13
18
26
32
18
54
10
17
10
14
29
19
19
14
85
75
36
44
28
35
13
30
11
9
7
23
9
52
13
15
10
17
16
60
63
61
14
19
7
13

36
18
13
19
27
32
18
54
10
18
9
14
29
19
19
14
92
75
36
44
28
37
13
31
11
9
7
23
9
52
13
15
10
17
16
62
63
64
15
19
7
13

1
1
0
3
0
1
1
5
1
3
1
0
0
0
1
6
3
4
3
2
1
1
2
1
0
0
0
0
0
4
1
2
4
2
5
0
3
2
1
2
2
1

1
0
0
0
1
0
0
4
0
1
0
0
0
2
1
0
0
4
0
0
2
2
1
0
0
0
0
1
0
3
2
1
1
1
0
0
0
2
6
1
0
0

0
1
1
-1
0
3
0
2
0
-4
0
0
4
0
2
0
-4
-4
2
2
-2
2
0
1
0
0
0
-1
0
0
-2
0
1
1
0
0
0
2
1
0
0
0

59.61%
83.06%
87.47%
77.78%
78.45%
78.80%
88.88%
71.92%
87.50%
83.30%
70.40%
52.00%
80.71%
76.32%
86.91%
76.79%
83.00%
100.00%
97.37%
100.00%
87.50%
84.48%
64.01%
64.81%
47.72%
100.00%
76.00%
86.50%
100.00%
83.33%
95.20%
100.00%
100.00%
83.33%
85.00%
57.38%
86.40%
97.29%
51.56%
75.00%
95.20%
69.23%

36
19
14
18
27
35
18
56
10
14
9
14
33
19
21
14
88
71
38
46
26
39
13
32
11
9
7
22
9
52
11
15
11
18
16
62
63
66
16
19
7
13

1,112 1,130 1,137 81.20%70 37 742RC

◎「規定審議会決定に対する日本ロータリーの統一的見解について」
富田英壽　2017　4p（D.2700月信）

◎「ロータリー考『例会の頻度』」
岡部一輝 ｠ 2017　2p（D.2610月信）

◎「ロータリーの新しいゾーン構成が決まる」
2017　2p（D.2650月信）

[上記申込先：ロータリー文庫]

〒105-0011
東京都港区芝公園2-6-15 黒龍芝公園ビル3階
TEL(03)3433-6456・FAX(03)3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp
●開館：午前10時～午後5時
●休館：土・日・祝祭日

ロータリー文庫

RI人頭分担金などの請求額は、My ROTARY（オンライ
ン）のデータベースに記録されている7月1日現在の会員
情報を基に計算されます。このため、会員情報は7月1日
までに必ず更新していただきますようお願い致します。
請求書の修正や金額調整はできませんので、正確な会員
情報のご登録をお願いします。

2016-2017年度ガバナー事務所は6月30日をもちまして閉鎖致し
ます。これもひとえに皆様からの温かいご支援・ご指導と、多大なる
ご協力の賜物と深く感謝申し上げます。一年間、誠に有難うござい
ました。7月1日以降は直前ガバナー事務所として残務に当たりま
すので宜しくお願い致します。

●オンラインより（https:// www.rotary.org/myrotary）
●会員情報書式より（報告書式は地区HPからダウンロード）

会員の入退会報告

＊＊＊ガバナー年度終了のご挨拶＊＊＊

ロータリーの友6月号に第2540地区の記事が掲載されて
おります。
■ロータリー財団100周年を祝う
　「国際人道支援の第一線から」〔23P〕
　　　　　　　　中区（秋田分区）ガバナー補佐  三浦潔
■ロータリーアットワーク
　「柔道に励む子どもたちに投げ込みマットを寄贈」〔53P〕
　　　　　　　　　　　　　  秋田港ロータリークラブ 

ロータリーの友6月号の情報


